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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の束などを結束するとき、使いやすいよう
に結束バンドに結束部を設けた多重結束用バンドを提供
する。
【解決手段】結束用バンドのバンド部分Ａに結束部Ｂを
設け、結束部Ｂにさらに結束部Ｃを設けた結束用バンド
を特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
結束用バンドのバンド部分（Ａ）の一端に結束部（Ｂ）を設け、結束部（Ｂ）にさらに結
束部（Ｃ）を設けた結束用バンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、結束用バンドの一端に結束部を設けた結束用バンドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、結束用バンドは木、配線などを１つの輪の中に束ねることになっていた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
これは、次のような欠点があった。
従来、結束用バンドは１つの輪の中に束ねることしかできなかったため、複数の物を強固
に固定することが出来なかった。また、輪を増やすには結束用バンドを増やすので困るこ
とが多かった。
本発明は、以上のような欠点をなくすためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
結束用バンドのバンド部（Ａ）の一端に結束部（Ｂ）を設け、結束部（Ｂ）にさらに結束
部（Ｃ）を設けた。
本発明は、以上のような構成よりなる結束用バンドである。
【発明の効果】
【０００５】
結束用バンドに結束部が増えたので輪を２つ以上にする必要になったときでも結束用バン
ドを増やす手間が省ける。結束箇所が１つでも、複数でも結束出来るので使うのになんら
さしつかえない。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の正面図である。
【図２】本発明の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
以下、本発明を実施するための形態について説明する。
結束用バンドのバンド部分（Ａ）の一端に結束部（Ｂ）を設ける。
結束部（Ｂ）にさらに結束部（Ｃ）を設ける。
本発明は、以上のような構造である。
これを使用するときは、１つ目の束ねたいものをバンド部分と結束部（Ｂ）で束ね、２つ
目に束ねたいものを結束部（Ｃ）で束ねて固定すればよい。これにより、２つの輪が出来
、１つ目の輪は自由に大きさが変わり、２つ目の輪は束ねるものを固定することが出来る
。また、１本目の結束用バンド部分を２本目の結束用バンドの結束部を通すとさらに輪を
増やすことが出来る。
【符号の説明】
【０００８】
Ａ　バンド部分
Ｂ　結束部
Ｃ　結束部
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